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■　事務所の特徴

地域に子育て・介護など生活の基盤を持ちながら、長年、１級建築士として豊かな実務経験を持つ女性達がネットワークを組み、建築・コミュニティづくりの活動を通じて社会貢献できる設計をめざしています。少子・高齢時代の中で、安心して生き生きと暮らすためには、身近な生活地域での人と人とが作り出す環境や住宅・地域施設等の建築環境が重要な要素になってきます。私たちは、新しい時代に対応した、質の高い住まいづくりや、コミュニティの形成に寄与する地域施設の計画・設計・企画などの業務を生活者の視点で行っています。

■　著作

1988年　いきいきさわやかダイニング＆キッチン（共著）　　　　　経済調査会

1989年　あかるくさわやかサニタリー（共著）　　　　　　　　　　経済調査会

1991年　北欧の福祉施設視察記　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢者すまいの会

1992年　家づくりその前に（共著）　　　　　　　　　　　　　　　三省堂

1993年　公共トイレ学宣言（共著）　　　　　　　　　　　　　　　経済調査会

1996年　住まいを巡る女性（共同研究）　　　　　　　　　　　　　UIFA　日本支部

1998年　家づくり「気分一新のリフォーム」（共著）　　　　　　　講談社

1999年　健康な住まい（ハンドブック）監修　　　　　　　　　　　横浜市
2004年　家族のキッチン＆ダイニング（共著）　　　　　　　　　　亜紀書房

■　作品解説　　　『働く女性をサポートする家』　No.13
－自然摂理を取込み、贅肉を取り、耐久性、機能性、質感重視の開放感のある住宅－

構造体は鉄筋コンクリート、外装・内装でもある。屋根は銅板、開口部はペアサッシを使用。床は無垢のフローリングに自然塗装。収納と間仕切りだけがシナ合板です。眺望のよい東南の向きは大きな開口で、冬はＬＤＫの奥深くまで日差しが入り暖かく、夏は西日を避け、階段から２階のマルチスペースに設けたハイサイド窓へ風が抜けて涼しく生活できる家です。プロペラファンは冬も夏も活躍。業務用のステンレスのオーダーキッチンはシンプルで機能的な上、手入れがしやすく、共働きで忙しい夫婦も効率よく炊事ができ、秩序だてた収納は家事にゆとりを生んでいます。将来は気の合った仲間とのグループホームや二世帯住宅にも利用可能なように、LDKは広々と人が集まるスペースとし、プライベートゾーンの間仕切りは木製でフレキシブル。老後の夢もふまえた質実剛健な家です。

掲載雑誌： 2001.1　　AERA

2001.10   月刊ハウジング

2003.10　 建築家と建てた思いどおりの家

